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① 1台で最大4系統の室外機を制御。従来型比設備・設置コストを大幅ダウン

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

●4系統の室外機にもPCで簡単設定。

●室外機1台に子機1台。さらに親機で制御

従来型制御 エレトク（空調制御システム「ADD-CR」）

●1台で4系統の室外機を個別制御＝大幅なコストダウン

4系統

監視
制御

1



② 30分に1回、3〜5分間圧縮機を停止し『15％前後の電力代を削減』します。

●＜エレトク導入後＞3〜5分間の圧縮機停止の連続制御により、快適性を維持しつつ節電を実現
00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

停止 停止 停止制御（送風） 制御（送風）

サイクリック制御（間歇運転）によって圧縮機を停止することは、通常稼働中に停止回数を30分に1回増やす動きになります。
制御によって生じる温度変化は体感的には極めて小さく、快適環境を維持したまま電力代節減が可能になります。

●通常運転時の圧縮機の動き
00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

停止 停止 停止

一般的に空調室外機は設定温度に到達すれば1時間に数回、圧縮機が停止するように設計されています。

稼働

稼働

●＜エレトク導入後＞圧縮機保護のための「保護時間」を設け、間歇運転による機器への負荷を回避
00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

停止 停止 停止保護
時間

制御（送風） 制御（送風）

室外機が停止した状態から稼働し始めた直後に制御によって強制的に停止すると圧縮機に負荷がかかり故障の原因となります。
そのため、エレトクでは圧縮機の電流値を常時監視して、停止後に保護時間を設けて圧縮機への負荷を回避しています。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書
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③ 室外機１台ごとに、『時間帯別・月別単位の肌理細かな制御』が可能です。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

時間帯別スケジュール例 IZ◇SEACS

曜日別スケジュール例

月別スケジュール例

時間 EVENT 制御の考え方

8

開店準備
制御＝強
※省エネ優先9

10

標準制御時間帯

11

12

13

14

15

16

17

18

繁忙時間
（集客優先）

制御＝弱
※環境優先

19

20

21

22

23

閉店・清掃
制御＝強
※省エネ優先24

曜
日

EVENT
制御の
考え方

月

標準制御時間帯

火

水

木

金

土
繁忙日

（集客優先）
制御＝弱
※環境優先

日

月 EVENT 制御の考え方

1月 正月繁忙期
制御＝弱
※環境優先

2月

標準制御時間帯3月

4月

5月 GW繁忙期
制御＝弱
※環境優先

6月

標準制御時間帯
7月

8月 夏季繁忙期
制御＝弱
※環境優先

9月

標準制御時間帯10月

11月

12月 年末繁忙期
制御＝弱
※環境優先

曜日ごとのスケジュール制御が
必要な場合は別途ご相談下さい
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現地調査 削減試算 報告書製品概要

①

①

②

駐車場
出入口

出入口

事務スペース

受付

ガラス窓

② ②

③③ ③

④ ④ ④

④ 空調のご利用状況に応じ 『個別の室外機ごと（エリア）制御』が可能です。

例） 病院の待合室の室外機 ① ② ③ ④

⑤

⑤

⑤

⑤ を個別制御した場合

ガラス張りで西陽の
影響を受けやすい！

制御を抑えよう！

人の出入りが激しいから
快適さを高めたい！

制御を抑えよう！

滞在時間は短く、一度に
人が集まることが少ない

制御を強めよう！

滞在時間は短く、一度に
人が集まることが少ない

制御を強めよう！
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⑤ 空調機の他、『冷凍・冷蔵（倉庫/ショーケース）』の節電制御も可能です。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

電磁弁方式で安全制御 容量制御にも対応可能 温度管理制御で品質維持

冷凍・冷蔵設備の制御に関しては、圧縮機の電
流値監視による制御ではなく、「電磁弁制御」の
方式をとっています。そのため圧縮機や設備に
負荷をかけることなく、安全な制御が可能になり
ます。

圧縮機側で容量制御の機能をもっている場合、
制御信号を利用して30分に1回の容量制御を行
います。圧縮機の30％〜70％の能力での稼働で、

常時、冷気が流れ込むため温度管理を必要とす
る設備でも有効な節電方式です。

「温度センサー（オプション）」を設置することで、
制御がかかった場合に「設定温度帯からはずれ
る可能性」を認識すると、制御を回避する機能を
負荷することができます。品質維持を優先しなが
ら節電制御を実現するシステムです。

空調制御 冷蔵・冷凍制御 空調＋冷ケース

スーパーマーケット
食品工場／倉庫

スーパーマーケット
食品工場／倉庫

小規模冷凍冷蔵倉庫
食品工場

温度制御/する
温度記録/する

温度制御/する
温度記録/しない

温度制御/しない
温度記録/しない

病院・介護施設・
物販店・工場 等

コンビニエンスストア

エレトク ADD-CR
（4系統制御/1台）

エレトク ADD-CR
（4系統制御/1台）

エレトク ADD-CR
（4系統制御/1台）

エレトク ADD-CR
（4系統制御/1台）

エレトク ADD-CRC
（空調・冷蔵各2系統）

ADD

CTセンサー＋コネクタ

サーモセンサー デジタルサーモセンサー リレー サーモセンサー

メーカー純正基盤 メーカー純正基盤

エレトク本体

制御補助機器

基本接続パーツ

追加接続パーツ

メーカーパーツ

●エレトク 用途別のシステム構成バリエーション
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⑥ 制御による負荷電流を計算、節電効果を『ロジカルに算出・可視化』します。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

外気温度

負荷電流

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0
15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 17:30 18:00 18:30 19:00

測定時間→
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]　
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]

SEACSの稼働で削減できた電力 突入電流

IZ◇SEACS

従来空調設備

エレトクは、制御する室外機における電流測定値・制御回数・制御時間を記録・保存します。
記録・保存した測定データを抽出・解析、削減効果をロジカルに算出しご提示します。
これにより、節電効果を透明性の高い形で「可視化」致します。

★ コンプレッサーの消費電力を１秒毎に電流スキャニングし、
30分毎の消費電力量・デマンド値を最大180日分記録します。

★ 電力会社様との協議による単純計算ではなく、停止時・起動
時の過剰運転電力を計測する、実態に即した計算ロジックと
なっております。

削減効果は、空調機・冷凍機１台ごとに厳密に計測してお
ります。

従来の対前年比較や制御・商用運転の比較による演算と比
べても、より精度が高いものとなっております。

①

②

Σ（①ー②）＝削減効果

エレトク

エレトク
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⑦ 豊富な採用実績は『信頼』の証。主要な弊社空調制御採用先 （2021/9現在）。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

金融機関・オフィス

静岡銀行様

三菱東京ＵＦＪ銀行様

三井住友銀行様

NTT 各事業所様

綜合警備保障様

田辺製薬様

日本ハム様

大和ハウス工業様

ニッセン様

納入件数累計

業態 件数

工場 492件

オフィス 470件

金融機関 322件

スーパー 678件

コンビニ 135件

公共・病院・学校・福祉 183件

パチンコ・遊技場・
ボーリング場

304件

娯楽施設・ゴルフ場・
スポーツクラブ・
健康ランド

39件

倉庫 72件

宿泊施設・結婚式場 49件

飲食業 774件

小売専門店 612件

その他 50件

海外 37件

【合計】 4,217件

飲食

ロイヤルホスト 川越店様ほか

和民 池袋東口店様ほか

ドトールコーヒー 京橋店様ほか

印度屋カレー 千林店様ほか

ピザーラ 一宮店様ほか

華屋与兵衛 大国町本店様ほか

ぎゅあん 岡山中央店様ほか

びっくりドンキー 朝霞幸町店様

イタリアントマト JR新宿東口店様

スーパー・小売店

ユニクロ 原宿店様ほか

メンズプラザアオキ葛西店様ほか

ＴＳＵＴＡＹＡ 東大島店様ほか

イエローハット千里が丘店様ほか

ドラッグユタカ 笠松店様ほか

明林堂書店 佐賀北店様ほか

ベスト電器 高千穂店様ほか

ローソン（大阪府店舗）様

ダイキ 伊予店様ほか

ＧＭＳ・娯楽・スポーツ施設

マッスルパーク千歳様

パーラーアネシス豊中店様ほか

オークスポーツクラブ川越様ほか

ナムコランド 名取店様ほか

スーパーボウル 三田様ほか

セントラルフィットネスクラブ府中様

コープおおいた別府店様

イオン（旧ジャスコ店舗）様

イオン（旧ダイエー店舗）様

医療・福祉関係

特養ホームきたがわ荘様

特別養護老人ホーム清菊園様

介護老人保健施設のぞみ様

大宮共立病院様

兵庫県立 あわじ病院様

東北大学医学部 付属病院様

伊豆函南病院様

高槻赤十字病院様

倉敷中央病院様

工場

旭化成 大分工場様

凸版印刷 柏工場様ほか

パイオニア 川越工場様ほか

中村屋 東京工場様ほか

沖電気工業 東京工場様ほか

明治製菓様

守山乳業様

川崎重工 西明石工場様

ANAケータリング 成田工場様
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【ご参考】デマンドコントロールシステム（東京電力HPより抜粋）

■節電対策にはデマンドコントロールシステムが有効です。最大デマンドを抑制することで、電気の基本料金の低減につながります。お客さま
■の電力の使用状況の把握にデマンドコントロールシステムの導入をお勧めします。

■お客さま自らがデマンドの目標値を設定し電気機器を管理することで、最大デマンドが大きくなることを抑制し、契約電力の減少を図るシス
テムです。

■電気機器の制御方法としては、あらかじめ制御する電気機器を決定しておき自動で制御するパターンと、アラームや警報などの通知を受け
■たお客さまが手動で制御するパターンがあります。

デマコン（デマンドコントロールシステム）

⑧ 『エレトク』はデマコンではありません！

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

エレトク（空調制御システム「ADD-CR」）

目的

制御

環境

負荷

即効性

●「基本料金」部分の削減（ピークカット）

▲設定ピーク電力値に近づくと強制的にカット

▲室内環境が悪化しても制御実行を優先

▲制御に伴う室外機への負荷は考慮されず

●電力会社へ申請すれば翌月から基本料金
部分の削減が可能

●「電力使用料金」部分の削減

●圧縮機の稼働状況を監視し連続的に制御

●室内環境に配慮した肌理細かな制御可能

●室外機への負荷を軽減する制御を実行

▲制御開始までに一定の（設置）期間が必要
なお、

既設のデマコンとの併用も可能

8

オプションとしてデマコンの追加が可能



現地調査 ① ヒアリングシート一面は、電力料金請求書から記入して下さい。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

※注 電力料金ではありません。
契約電力（kW）と使用量（ｋWh)ですのでご注意下さい。
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現地調査 ② 室外機型番は正確に。型番記載部の写真を必ず残して下さい。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書
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現地調査 ③ シ－ト記載時に注意が必要な室外機 制御対象外の室外機

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

圧縮機の表記に複数の数字 複数の冷媒管が連結して室内へ 複数の冷媒管が連結して機内へ

圧縮機出力に＜3.75×2+7.5＞のように

複数の数字が記載されている場合、こ

れは3.75ｋWの圧縮機が2基、7.5ｋWの

圧縮機が1基が搭載されていることを示

しています。試算時の1台あたりの出力

は15ｋWとなります。

室外機から出た冷媒管が複数統合され

て室内へ引き込まれている場合、複数

の室外機が連結されてます。この場合、

親機を制御すれば子機も自動的に制御

されます。試算時は室外機の圧縮機出

力の合計数値を記入して下さい。

冷媒管が複数統合されて別の室外機に

引き込まれている場合、この室外機が

冷房と暖房を同時に使用できるといった

特殊な働きをしている場合があります。

この場合は室外機型番と連結している

圧縮機の合計出力を記載して下さい。

注意！
・ガスヒートポンプ式空調機・ルームエアコン・氷蓄熱式空調機は制御対象外となります。

・R-22冷媒を使用している室外機も避けて下さい。

・ビル用マルチの場合は、1台の室外機につながっている複数の室内機が同時に制御されますので、ご留意下さい。
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削減試算 ① 省エネ効果試算結果報告書（フェイスシート）の見方

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

①年間CO2削減量
エレトクによって削減した使用電力量を元にCO2排出量の削減量の
目安を計算しています。
※排出係数＝0.378kgCO2/kWhを使用しています。
※排出係数は年度、電力会社、PPS事業者によって異なります。
※補助金申請等に使用する場合は、排出係数の確認を行って下さい。

②植樹換算量
①で算出したCO2削減量が高さ10ｍの樹木何本分の環境保全に相
当するかを算出しています。
※高さ10ｍの樹木のCO2吸収量＝44.2kgCO2

③電力使用量の削減量（単位=kWh）

④デマンド低減量（単位=kW）

⑤電力料金の削減金額（単位=円）
※削減金額は（基本料削減金額）+（電力使用料削減金額）

⑥エレトク設置台数
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⑥使用量削減（年間）kWh
削減できる電力使用量。
※エレトクの削減試算は前年1年分の電力使用状況を元に試算して
いるため、その誤差を補正するために全体係数として0.8を掛け、試
算の上ブレを抑制しています。
【計算方法】
⑤年回使用量削減（合計）×全体係数0.8

④稼働係数
各月の使用電力量の差異から空調の稼働状況を算出し係数化。

①現行契約内容
削減試算を実施するには基本料金および電力単価を含めた現行契
約内容が必須です。

削減試算 ② 省エネ効果試算結果報告書（月単位使用量削減）の見方

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

②直近1年の電力使用状況 kWh
電力会社からの請求書に記載された使用状況。削減試算は各月の
使用電力量の推移から④稼働係数を算出して計算するため、使用電
力量は重要な算出根拠となります。
※使用電力量が得られない場合は、使用している圧縮機の容量と一
一般的な稼働係数から試算を行いますので、あくまで目安としての削
減試算となります。

⑦対象圧縮機入力係数
空調室外機に記載されている出力は能力（kW）のため、これを消費
電力（kWh）に換算するため係数1.5を掛けています。

①

②
③

④
⑤

③制御電力（月間）kWh
圧縮機の容量から計算した制御できる電力量
【計算方法】
⑧対象圧縮機入力合計×稼働時間×稼働日数×制御率

⑤使用量削減（月間）kWh
削減できる電力使用量。合計は年間削減使用量。
【計算方法】
③制御電力×④稼働係数

⑥

⑥

（7〜9月の使用量削減の合算）×電力単価

（夏季以外の使用量削減の合算）×電力単価

（対象入力合計）×（制御率）×（全体係数）×（基本料金）×（力率）×12カ月
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④年間削減量 kWh
削減できる電力使用量。合計は年間削減使用量。
【計算方法】
各月 ③×各月稼働日数×14時間×各月稼働係数×全体係数0.8
上記試算で算出した各月を合算して年間削減量としています。

③制御電力 kWh
圧縮機の容量から計算した制御できる電力量
【計算方法】
②圧縮機出力×圧縮機入力係数 1.5×制御率 18％

②出力＝圧縮機呼称出力 kWh
銘板記載の出力が記載されているかを確認して下さい。

削減試算 ③ 省エネ効果試算結果報告書（空調設備一覧）の見方

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

①メーカー・機種名
メーカー・機種名は銘板に表記されている正しい型番が表記されてい
るかを確認して下さい。純正パーツの検索に支障が出ます。

①
②

③

④

⑤対象外空調設備
対象外となる空調設備はここに記載となります。

⑤

配置図・系統図を入手して下さい。
冷凍・冷蔵設備の場合は必須になります。
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削減電力量 kWh
圧縮機の停止時間から算出した削減電気量を表示します。

最大デマンド値 kW
1日単位での最大デマンド値、ピーク時間になりがちな昼間時間での最大デマン
ド値を表示します。

消費電力 kWh
エレトクに記録された実測値による1日ごとの累積消費電力を表示します。

制御による停止時間 時：分：秒
エレトクの制御によって室外機（圧縮機）が停止した累積時間を表示します。

報告書 実測データを基に、月次で節電（+CO２削減）効果をレポートします。

製品概要 現地調査 削減試算 報告書

「エレトク」は最大で180日分の電流測定値・制御回数・制御
時間の記録が可能です。

その蓄積されたデータを専用プログラムで解析し、室外機
1台ごとに「省エネルギー活動報告書」を自動作成します。

報告書には省エネ効果（コスト）だけでなく、CO2排出削減
量も表示されるので、貴社のＩＲ（ESG開示、SDGｓ取組等）
のエビデンスとしての活用も可能です。

削減率 ％
削減効果としての削減率を計算します。
【計算方法】
（削減電力量）÷（削減電力量+実測消費電力量）
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